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Target〉 病気の治療 ·予防を目的とした薬物療法を効果的に，かつ安全に行って
いくに は，医療に関わるスタッフ全員が薬に対する正しい知識と理解が必要
である．本講義 では，適正な薬物治療に参画できるようになるために，薬の
基本的性質と作用に ついて学ぶ．

Outline〉 1)薬物治療に伴う反応 ·医療現場で使用されるおもな薬物の作用と副
作用 ·医薬品の安全対策 2)薬物治療に伴う看護技術 を中心とする．

Notice〉 薬理学を理解するには，生化学，生理学など周辺知識が必要です．
Goal〉

1.看護時に必要な医薬品に関する法令について概説できる．
2.主作用 ·副作用などの薬物作用 (薬理作用)の概念を説明できる．
3.薬物の投与量とこれによって引き起こされる薬理反応の大きさの量的関係
に関する基本的事項ついて概説できる．

Schedule〉
1.薬理学の基礎知識 (薬物動態)
2.薬理学の基礎知識 (生体調節機能)
3.薬理学の基礎知識 (薬の作用機序)
4.中枢神経系作用薬
5.循環系作用薬
6.循環系作用薬
7.血管系作用薬
8.呼吸器系作用薬
9.消化器系作用薬

10.内分泌・代謝系作用薬
11.内分泌・代謝系作用薬
12.抗微生物薬・消毒薬
13.抗炎症薬・解熱薬・抗アレルギー薬・免疫抑制薬
14.抗悪性腫瘍薬
15.その他の薬剤
16.試験

Evaluation Criteria〉 レポートと試験成績で評価する
Re-evaluation〉 再試験を実施する
Textbook〉 新体系看護学全書 5 疾病の成り立ちと回復の促進 (3) 薬理学 メヂカ
ルフレンド社

Reference〉 必要な資料は配布する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217984
Contact〉

⇒ Takiguchi (+81-88-633-7466, takiguti@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office
Hour: 随時．事前に連絡を取ってください．(研究室:薬学部研究棟2階))
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